
 

 

 

 

 

三
学
期 

始
業
式 

新
型
コ
ロ
ナ
・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感

染
・
拡
大
予
防
の
た
め
、
三
学
期
の
ス

タ
ー
ト
は
校
内
放
送
で
始
業
式
を
行

い
ま
し
た
。 

校
長
講
話 

三
学
期
は
、
ど
の
学
年
の
生
徒
に

と
っ
て
も
現
在
の
学
年
の
集
大
成
の

学
期
と
な
り
ま
す
。
三
年
生
は
卒
業

と
進
路
実
現
に
向
け
て
、
一
・
二
年

生
は
次
の
学
年
の
ゼ
ロ
学
期
で
す
。

「
人
生
は
二
度
あ
り
ま
せ
ん
」
、
「
今
」

と
い
う
一
瞬
を
し
っ
か
り
と
生
き
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
一
日
一
日
を
大

切
に
生
き
て
い
く
。
今
を
精
一
杯
生

き
る
。
今
で
き
る
こ
と
に
最
善
を
つ
く

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

教
務
部
長
講
話 

・
「
勉
強
し
い
や
」
学
年
総
仕
上
げ
の

勉
強
＋
次
の
学
年
（
三
年
生
は
社
会

人
）
に
な
っ
た
つ
も
り
の
準
備
を
。 

・
「
知
識
は
組
み
合
わ
せ
よ
な
」 

新
た

な
も
の
を
作
り
出
す
の
は
既
存
の
知

識
の
組
み
合
わ
せ
、
得
た
知
識
を
使

っ
て
み
た
り
、
組
み
合
わ
せ
て
み
た
り

し
よ
う
。
・
「
自
分
だ
け
の
ド
キ
ド
キ

み
つ
け
よ
な
」
ド
キ
ド
キ
す
る
瞬
間
を

逃
が
さ
な
い
で
、
勉
強
を
通
じ
て
自

分
だ
け
の
発
見
を
し
よ
う
。 

    

          

震
災
追
悼
行
事 

一
月
十
七
日(

月)

に
、
阪
神
淡
路

大
震
災
の
追
悼
行
事
を
行
い
ま
し

た
。
二
十
七
年
前
の
平
成
七
年
一
月

十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
に
阪

神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
、
多
数

の
犠
牲
者
と
未
曾
有
の
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。 

大
震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
職
員
及
び

全
校
生
徒
が
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
校
内
放
送
で
校
長
先
生
よ

り
震
災
時
の
経
験
の
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
、
各
ク
ラ
ス
で
震
災
体
験
談

を
資
料
に
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
震

災
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
て
い
く

中
、
生
徒
ら
は
災
害
を
忘
れ
ず
、
記

憶
を
受
け
継
い
で
い
く
大
切
さ
を
感

じ
た
よ
う
で
す
。 

い
の
ち
の
大
切
さ
学

び
教
室 

一
・
二
年
生
を
対
象
に
「
命
の
大

切
さ
学
び
教
室
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
各

H
R

教
室
で
担
任
の
先
生
を

中
心
に
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

年
生
は
、
「知
っ
て
お
こ
う 

青
年
期
の

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
」
を
テ
ー
マ
に
、
自

分
の
体
と
心
に
目
を
向
け
る
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
二
年
生
は
、
「
上
手 

 

な
聴
き
方
を
身
に
つ
け
よ
う
ー
大
切

な
友
だ
ち
と
自
分
を
守
る
た
め
に

ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
友
達
か
ら
相
談
を

受
け
た
と
き
の
対
応
の
方
法
を
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
で
体
験
し
な
が
ら
学
び

ま
し
た
。
自
分
の
考
え
や
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
の
考
え
を
共
有
し
た
り
、
担
任
の

先
生
の
言
葉
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る

な
ど
、
と
て
も
充
実
し
た
授
業
と
な

り
ま
し
た
。 

大
掃
除 

一
月
三
十
一
日
（月
）、
三
年
生
に

と
っ
て
は
自
由
登
校
期
間
前
の
最
後

の
登
校
と
な
り
ま
し
た
。
三
年
間
お

世
話
に
な
っ
た
校
舎
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
少
し
で
も
き
れ
い
な
校

舎
を
後
輩
た
ち
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

掃
除
の
後
に
は
学
年
集
会
を
実
施

し
、
学
年
団
か
ら
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
受
け
取
り
ま
し
た
。 
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～一粒万倍～ 

 １月は、新型コロナウイルス感染症の変異株（オミクロン株）が猛威を振るい、感染症対策をより一層徹底しての教育活動となり

ました。本校も新型コロナウイルス感染症の影響を受けて３学年が学年閉鎖（１月１８日（火）～１月２３日（日））をしましたが、

１月２４日（月）からは元気に登校し、残りの学校生活の１日１日を大切にしながら過ごしました。３年生は２月から自宅学習期間

に入り、卒業に向けて、進路実現に向けて各自が目標をもって頑張っているところです。１、２年生については、中止をせざるを得

ない学校行事もありましたが、感染対策を講じながら何とか教育活動を進めているところであります。１月は「行く」２月は「逃げ

る」３月は「去る」と言われますが、はや１年の１２分の１が過ぎてしまいました。令和３年度の締めをしっかりとしたいものです。 


